
「命綱固定アンカー」とは、命綱を住宅に結ぶための設備です。



県内では、令和６年度に雪による死亡・重傷事故が１４件発生し、そのうち「雪下ろし等除雪作業
中の事故」が１１件（78.6％）と最も大きな割合を占めています。除雪作業中の事故の中でも、
「屋根や脚立からの転落」が６件と最も多く、死亡・重傷事故全体の半数近くを占めています。

屋根雪下ろし中の
重大事故が多発しています。

本ガイドブックでは、命綱を適切に
使用するために不可欠なアンカー
（命綱を住宅に結ぶための設備）や、
安全に屋根雪下ろしを行う方法など
について説明していますので、ぜひ
参考にしてください。

命綱を
知っていますか？

令和６年度「屋根や脚立からの転落」による事故状況（太枠：死亡・重傷）
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市町名
大野市
大野市
勝山市
大野市
鯖江市
勝山市
福井市
越前市
南越前町
永平寺町
鯖江市
鯖江市
大野市

発生日
R7.1.9
R7.1.18
R7.2.8
R7.2.8
R7.2.10
R7.2.10
R7.2.5
R7.2.7
R7.2.8
R7.2.8
R7.2.8
R7.2.9
R7.2.10

疾病程度
重傷
死亡
重傷
重傷
重傷
重傷
軽傷
軽傷
軽傷
軽傷
軽傷
軽傷
軽傷

年齢
70代
70代
60代
70代
70代
50代
70代
70代
60代
60代
60代
70代
60代

性別
男性
男性
男性
男性
男性
男性
男性
男性
男性
男性
男性
男性
男性

状況
除雪作業中の屋根からの転落
除雪作業中の屋根からの転落

除雪中に屋根から転落し右大腿骨骨折
除雪中に屋根から転落し腰と左腕を負傷
除雪中に屋根から転落し胸椎・腰椎圧迫骨折
除雪中に屋根から転落し右大腿骨等を骨折

除雪中に脚立から転落し仙骨骨折
除雪中に屋根から転落し頭部を負傷
除雪中に脚立から転落し腰部を負傷
除雪中に屋根から転落し右胸部を負傷
除雪中に屋根から転落し頭部を負傷

除雪中に屋根から転落し右肩・胸部を負傷
除雪中に屋根から転落し頭部を負傷

命綱といっても、ただロープがあれば良いわけ
ではありません。命綱は、安全帯、アンカーと
あわせて使用することで効果を発揮します。
身体に命綱を直接結び付けると、万一転落
した際に、衝撃で命綱を結んだ部分で骨折
したり内臓や神経を傷めたりするおそれが
あり危険です。
そのため、安全帯（墜落制止用器具）を身体に装着し、安全帯に命綱を繋ぐことが有効です。
安全帯には転落時の衝撃を吸収するショックアブソーバーが付いており、転落時に身体に
かかる負担を軽減してくれます。
命綱として使用するロープは、登山用ザイル（直径8mm以上）など、強度があって滑りにくく
結び目がほどけにくいものを選んでください。
ナイロンロープ（いわゆるトラロープ）は、強度が不十分で滑りやすいため命綱として使う
ことはできません。
命綱は、屋根から身体がはみ出さない長さ（通常は５ｍ程度）があれば十分です。命綱が
長すぎると、滑った際に制止までの距離が長くなる（加速する）だけでなく、首などに巻き
付くおそれがあり危険です。
また、命綱を建物に結ぶための設備（アンカー）を事前に屋根上に設置することで、雪下ろし
作業中の安全を確保することができます。

命綱を適切に使うためには
正しい知識が必要です。

ロープ長さを調整

作業開始！

移動範囲の制限
棟近くの安全な場所で、
ロープが伸びきった状態で体が
屋根からはみ出さない長さに

常に引っ張られるように
ブレーキ金具を用意すると便利
登山用品店で購入可能
例えばペツル社のタイブロック
（約4,000円）



●建物がどの程度の雪に耐えられるか把握しておきましょう。
●降雪時にはテレビ、新聞等で継続的に情報を確認し、雪下ろしの
時期や必要性を判断しましょう。

●ヘルメットを着用しましょう(頭部の保護)。
●転倒した場合でも滑りにくいものを着用しましょう。
●着膨れせず動きやすい服装にしましょう。
●長靴は荒縄などで滑り止めの工夫をしましょう。

●転落防止のため命綱を使用しましょう。
●万一転倒した場合でも屋根の上で留まる長さに
調整しましょう。
●命綱として使用するロープは、強度があって滑り
にくく結び目がほどけにくいものを使用し、反対側の
家の柱や大きな木、命綱固定用のアンカーに結び
つけるなど、状況に応じた工夫をしましょう。
●命綱を体に固定するには安全帯（墜落制止用器具）
を使用しましょう。 

上に
重ねて

下から
上へ

下から
回って 上から

下へ

端末処理
すれば
より安全

締めて
完成！

❺❹❸❷❶

●アルミ製のスコップやスノーダンプなど軽くて雪が付着
　しにくいものを使用しましょう。
●雪がつきにくくなるスプレーなども活用しましょう。
●雪の投棄場所を考えて波板などを効果的に活用しましょう。

●転倒防止のためはしごの足元はしっかり
固め、頭部をロープで固定しましょう。
●長さは、軒先から少し高くかけることができる
ものを使用し、屋根に対して真っ直ぐに適切
な勾配で架けましょう。
●アルミ製のはしごは濡れていると滑りやすい
ので、靴底の雪を落とすなど注意しましょう。

●一人での作業は、事故が発生した際に発見が遅
れる可能性があるため、複数で行いましょう。
●やむを得ず一人で作業する場合は、家族や近所
に声をかけ時々様子を見てもらいましょう。

●軒先は瓦の雪止めの位置を確認し、雪止めより
先では作業をしないようにしましょう。
●足元の雪をしっかり固めましょう。
●雪止めより上部に足場を作って作業を行い、最後
に足場から下の軒先部分を取り除くと安全です。
●下層のザラメ雪は滑りやすいので注意が必要です。雪は全部取らず、
厚さで20～30ｃｍは残しましょう。
●はしごからの最初の一歩、最後の一歩は特に注意が必要です。

新　雪
雪止め
ザラメ雪

命綱は
大事だね



●無理な体勢での作業は危険です。
●少しずつ何回かに分けて下ろしましょう。
●スノーダンプなどに引きずられることがあります。その場合は
すぐに手を離して身を守りましょう。

●地上での作業では、屋根からの
落雪に十分注意しましょう。
●片側の屋根だけ下ろすと、建物に
偏った荷重がかかり倒壊につな
がる恐れがあります。バランスよ
く下ろしましょう。

●雪下ろしは大変な重労働です。必ず準備運動をしましょう。
●十分に休憩を取り、水分を補給しながら作業しましょう。

安全な服装で
作業しようね

落雪に
注意しないと
いけないね

●屋根雪下ろしを安全・快適に行うための装備をそろえましょう。
●屋根雪下ろしは激しい運動です。体調の悪いときに作業しないことはもちろん、作業前に
準備運動などで体を慣らしてから作業を行いましょう。



安全ハシゴの開発も
進んでいます

屋根の端部は、バランスを崩すと転落につながる「危険ゾーン」です。
また、ハシゴからの転落も多数発生しており、ハシゴも「危険ゾーン」です。「危険ゾーン（下図参照）」で
の作業は行わないでください。
屋根の向きや周囲の状況によって異なるため一例となりますが、雪下ろしの作業順序をお示しするの
で、参考にしてください。

専用のアンカーは屋根雪下ろし作業に使いやすいように設置位置や材料が工夫されています。
例えば、専用アンカーの代わりに命綱をつなぐ設備として雪止めアングルを利用する方法も考えられま
すが、「雪が積もると見つけにくい」、「使いたい場所に設置されていない」、「屋根との隙間が狭くロープ
を通しにくい」など、使い
にくい点があります。「危
険ゾーン」での作業を避
けながら安全に作業をす
るために、屋根の棟部分
に、専用の材料で専用の
アンカーを設置すること
を推奨しています。

■作業ゾーン=作業床　■危険ゾーン=作業床の端

業者は、命綱と命綱を有効に使用するため必要な安全帯を用意できます。しかし、アンカーは
現地で確保するものであり、本来、業者ではなく依頼主が用意するものです。屋根に専用の
アンカーがない場合でも、ロープなどを駆使してアンカーを確保できる業者（特殊な技能を
有する専門業者）もあります。例えば、棟を挟んで反対側の立木や車両に固定したロープを
仮設のアンカーにしたり、屋根に設置した仮設柱（スタンション）や固定金具（クランプ）に
ロープを張って仮設のアンカーにしたりします。屋根の雪止めアングルや下の階の柱などを
アンカーとして利用する場合もあります。しかし、特殊な技能を有する専門業者は少なく、
仮設のアンカーを確保するため
には手間がかかるため、費用が
高くなったり、必要な時に屋根
雪下ろしを依頼できなかったり
することなども想定されます。
そのため、安全確保が容易な
専用のアンカーを屋根にあらか
じめ設置することは、依頼主や
業者の安心につながります。

今まで屋根雪下ろしを業者に
頼んでいましたが、アンカーが
付いていないと依頼できなくな
るのですか？

アンカーを確保できずに依頼
を断る業者が増えています。屋
根にアンカーがあれば安心して
業者に依頼できます。　

自力で屋根雪下ろしができない要援護世帯などが業者に屋根雪下ろしを依頼することは、
雪国では一般的です。要援護世帯に除雪費補助を行う市町もあります。

（R6.12.10：ゆめおーれ勝山において、安全装備の実技講習）

一戸建ての住宅および附属建物（高さ２ｍ以上のもの）に命綱固定アンカーや
転落防止柵の設置等に係る費用を対象工事費の4/5（上限24万円）補助

勝山市では、市民に命綱固定アンカー設置の
普及啓発を図るため、ゆめおーれ勝山に
モデル的にアンカーを設置。

「はたや記念館ゆめおーれ勝山」への
アンカー設置

各地区公民館施設整備事業において、
命綱固定アンカーの設置に係る費用を対象工事費の4/5補助



※除雪費支援制度は制度が変更となる場合がありますので、ご利用にあたっては右端に記載の担当課連絡先にお問合せください。

●既製品のアンカーを使うことにより、設置費用を低減
●現場合わせで単管をカットして設置するため、
　事前の測量等は不要（屋根形状の確認は必要）
●設置は、瓦屋根工事の専門業者でなくても施工可
●アンカー使用前に雪を掻きわける必要が無い
●屋根に上った時の恐怖感が減り、安心感がある（建物所有者（60代男性））

●工 期 ： 1～2日
●工事費 ： 約27万円

●アンカーの素材 ： FRP丸形単管（48.6φ）
●親 綱 の 仕 様 ： ワイヤーロープ（6φ）
●屋根との固定方法 ： SUSビス（6×75）

特徴等

仮設足場の設置状況 アンカー設置状況

設置完了 積雪時イメージ（新潟県）

落下防止は
やっぱり大事よね



施工事例
データ

●工 期 ： 1～2週間
●工事費 ： 約200万円
  （ゆめおーれ勝山）
※一般的な住宅の場合：20～30万円程度

●アンカーの素材 ： SUS
●親 綱 の 仕 様 ： 単管（亜鉛メッキ）
●屋根との固定方法 ： SUSビス（6×75）

●市指定文化財であるため、建物の外観意匠を
　損なわない形状のアンカーを選択
●亜鉛メッキ製の単管パイプを使用することで、
　アンカーが目立たないようにした
●設置は、瓦屋根工事の専門業者が実施
●アンカー使用前に、雪を掻きわけて単管を露出させる必要がある。

特徴等

設置前（全景） アンカーの設置状況

命綱使用イメージ 設置完了

アンカーは
目立たないね


